
　

展
覧
会
で
海
外
か
ら
美
術
作
品
を
借
り
て
来
た
り
貸
し
出
し
た
り
す
る
と
き
に
、

作
品
に
付
き
添
っ
て
移
動
す
る
学
芸
員
の
こ
と
を
「
ク
ー
リ
エ
（courrier

）」
と
い

い
ま
す
。
作
品
を
載
せ
た
飛
行
機
に
同
乗
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
相
手
国
で
の
通
関

や
開
梱
・
点
検
・
展
示
に
立
ち
会
い
ま
す
。
仏
語
の
原
義
で
あ
る
「
飛
脚
」
よ
ろ
し

く
大
切
な
お
品
を
先
方
に
手
渡
し
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
な
か
な
か
気
を
抜
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
が
、
行
程
の
変
更
で
急
に
自
由
な
時
間
が
も
て
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
ク
ー
リ
エ
の
楽
し
み
を
実
感
で
き
た
の
は
、
今
年
三
月
末
に
特
別
企
画
「
中

国
近
代
絵
画
の
巨
匠　

斉
白
石
」
展
の
作
品
返
却
で
訪
れ
た
北
京
で
し
た
。

　

今
回
全
面
協
力
を
い
た
だ
い
た
北
京
画
院
で
の
返
却
作
業
は
無
事
に
終
わ
り
、
帰

国
ま
で
の
ほ
ぼ
一
日
、
自
由
な
時
間
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
同
画
院
が
管
理
・
公

開
し
て
い
る
、
斉せ
い

白は
く

石せ
き

（
一
八
六
四
〜
一
九
五
七
）
が
晩
年
を
過
ご
し
た
旧
居
を
訪

ね
て
み
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　

故
宮
の
北
に
あ
た
る
地
安
門
（
南
に
あ
る
の
は
、
か
の
有
名
な
天
安
門
で
す
）
か

ら
さ
ら
に
北
に
歩
き
、
運
河
を
越
え
て
少
し
東
に
歩
い
た
ら
目
的
地
の
「
雨う

児じ

胡こ

同ど
う

」

に
着
き
ま
し
た
。「
胡
同
（
フ
ー
ト
ン
）」
と
は
北
京
特
有
の
街
並
み
の
こ
と
で
、
四

つ
の
平
屋
が
口
の
字
型
に
配
さ
れ
た
「
四し

合ご
う

院い
ん

」
と
い
う
伝
統
家
屋
が
狭
い
路
地
を

挟
ん
で
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
、
北
京
に
春
の
到
来
を
告
げ
る
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
が
中
庭
に
咲
く
美
し
い

季
節
で
し
た
。
白
石
の
居
所
は
正
面
の
平
屋
に
あ
り
、
見
渡
し
た
と
こ
ろ
三
部
屋
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
中
央
が
応
接
間
で
、
明
代
家
具
風
の
椅
子
と
机
そ
し
て
白
石
の
書

画
が
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
向
か
っ
て
左
側
の
部
屋
は
画
室
で
大
き
な
机
が
一
つ
、

右
側
は
天
蓋
つ
き
の
ベ
ッ
ド
と
箪
笥
が
あ
る
の
み
で
、
と
て
も
質
素
な
空
間
で
し
た
。

　

よ
う
や
く
巨
匠
の
生
活
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
う
れ
し
か
っ
た

の
で
す
が
、
他
方
で
柱
や
梁
が
朱
で
塗
り
直
さ
れ
た
「
き
れ
い
」
な
旧
居
に
、
少
し

違
和
感
を
覚
え
た
の
も
た
し
か
で
す
（
写
真
）。

表紙：上から　国宝　風神雷神図屏風（部分）　俵屋宗達筆　京都・建仁寺／国宝　釈迦如来像（赤釈迦）　京都・神護寺／
重要文化財　竹秋草蒔絵文庫（部分）　京都・高台寺／重要文化財　束熨斗文様振袖（部分）　友禅史会／重要文化財　雪汀水禽図屏風（部分）　狩野山雪筆

　

実
は
、
こ
こ
は
北
京
市
内
で
も
有
数
の
観
光
地
と
な
っ
た
「
南な

ん

鑼ら

鼓こ

巷こ
う

」
の
一
角

で
す
。
古
く
か
ら
の
胡
同
の
四
合
院
は
再
開
発
に
よ
っ
て
シ
ョ
ッ
プ
や
ホ
テ
ル
、
バ
ー

に
な
り
、
旧
市
街
地
再
生
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
地
区
で
す
。
ど
こ
か
映
画
の
セ
ッ
ト

の
よ
う
な
街
並
み
を
歩
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
保
存
か
、
開
発
か
、
そ
れ
と

も
活
用
か
。
最
近
封
切
ら
れ
た
コ
メ
デ
ィ
ー
映
画
で
、
自
宅
の
四
合
院
を
流
行
の
ア

パ
レ
ル
ブ
ラ
ン
ド
に
買
収
さ
れ
た
老
人
が
従
業
員
と
な
っ
て
奮
闘
す
る「
壊
老
頭（T

he 
B
ad E

m
ployee

）」（
范
宇
監
督
、
陳
天
陸
主
演
、
二
〇
一
八
年
）
も
こ
れ
を
地
で

い
く
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
し
た
。

　

も
っ
と
も
、
古
び
た
も
の
に
「
わ
び
さ
び
」
を
求
め
る
の
は
日
本
人
独
自
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
中
国
や
台
湾
な
ど
中
華
圏
の
廟
宇
が
い
つ
も
き
れ
い
な
の
は
絶
え

ず
修
復
を
重
ね
て
い
る
か
ら
で
す
。
最
近
、
京
都
で
は
永
観
堂
禅
林
寺
の
阿
弥
陀
堂

が
極
楽
浄
土
を
表
わ
す
極
彩
色
で
修
復
さ
れ
、
奈
良
で
も
興
福
寺
や
薬
師
寺
が
伽
藍

の
再
建
や
復
元
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　

歴
史
的
建
造
物
に
い
か
に
活
用
し
て
ゆ
く
の
か
。
免
震
工
事
を
予
定
す
る
京
博
の

明
治
古
都
館
を
は
じ
め
建
造
物
や
風
致
地
区
の
整
備
を
考
え
る
う
え
で
、
北
京
の
事

例
も
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
ふ
だ
ん
の
あ
わ
た
だ
し
い
北
京
出
張
で
は
実
現

で
き
な
か
っ
た
、
ふ
と
し
た
散
策
が
て
ら
に
思
い
ま
し
た
。

京
都
国
立
博
物
館だよ

り
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収
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Ｍ
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│
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花
鳥
図　

如
寄
筆　

京
都
国
立
博
物
館
（
写
真
１
）

鼠志野草文鉢　京都国立博物館（写真２）

夕顔蒔絵象嵌料紙・硯箱のうち料紙箱の蓋表　
笠翁銘　寄贈・京都国立博物館（写真５）

重要文化財　太刀　銘 国吉　京都国立博物館（写真３）

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
京
都
大
会
開
催
記
念　

特
別
企
画

京
博
寄
託
の
名
宝

│
美
を
守
り
、
美
を
伝
え
る
│

　

博
物
館
の
事
業
の
ひ
と
つ
は
収
蔵
作
品
を
新
た
に
増
や
す
と
い
う
こ
と

で
す
。
博
物
館
で
は
個
人
の
方
か
ら
の
篤
志
に
よ
る
貴
重
な
作
品
の
ご
寄

贈
を
つ
ね
に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
博
物
館
で
展
示
す
る
に
相
応
し

い
内
容
を
も
っ
た
重
要
な
作
品
を
計
画
的
に
購
入
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
「
新
収
品
展
」
で
は
、
二
〇
一
七
～
一
八
年
に
か
け
て
京
都
国
立
博

物
館
が
新
た
に
収
蔵
し
た
絵
画
・
書
跡
・
彫
刻
・
工
芸
・
考
古
・
歴
史
資
料
な

ど
の
う
ち
約
七
十
件
を
選
ん
で
展
示
し
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
ご
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。

　

写
真
４
の
銅
鏡

は
、
中
国
・
後
漢
時

代
、
二
世
紀
頃
の
作

品
で
、
正
式
に
は

「
流

り
ゅ
う

雲う
ん

文も
ん

方ほ
う

格か
く

神し
ん

人じ
ん

霊れ
い

獣
じ
ゅ
う

画が

像ぞ
う

鏡き
ょ
う」

と
い

う
長
い
名
前
で
す
。
神
仙
で

あ
る
「
西
王
母
」
と
「
東
王
公
」、
騎
馬
姿

の
仙
人
、
霊
獣
で
あ
る
「
白
虎
」
が
半
肉
彫
風
に
表
わ
さ
れ

て
い
て
、
後
漢
時
代
の
世
界
観
を
今
に
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
「
夕ゆ

う

顔が
お

蒔ま
き

絵え

象ぞ
う

嵌が
ん

料
り
ょ
う

紙し

・
硯

す
ず
り
ば
こ箱

」（
写
真
５
）
は
江
戸
時
代
、

十
八
世
紀
の
漆
芸
家
・
小
川
破は

笠り
つ

（
笠
翁
）
の
作
品
と
さ
れ

る
も
の
。
貝
や
鼈べ

っ

甲こ
う

・
陶
器
や
象
牙
な
ど
の
材
料
で
ス
ズ
ム

シ
や
カ
マ
キ
リ
・
イ
ナ
ゴ
・
キ
リ
ギ
リ
ス
・
カ
ブ
ト
ム
シ
な

ど
が
夕
顔
の
葉
に
と
ま
っ
た
様
子
を
生
命
感
豊
か
に
表
現
し

て
お
り
、
魅
力
的
な
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
名
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
（
宮
川
禎
一
）

　
「
鼠
ね
ず
み

志し

野の

草そ
う

文も
ん

鉢ば
ち

」（
写
真
２
）
は
桃

山
時
代
、
十
七
世
紀
の
作
品
で
、
灰
色

の
器
の
見
込
み
の
中
に
精
緻
な
筆
で
草

文
様
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
絵
画
性

の
強
い
表
現
と
そ
の
造
形
の
自
由
さ
は

桃
山
時
代
の
陶
磁
器
の
特
徴
を
よ
く
示

し
て
い
ま
す
。

　

重
要
文
化
財
「
太
刀 

銘
国く

に

吉よ
し

」（
写

真
３
）
は
、
鎌
倉
時
代
、
十
三
世
紀
の

京
都
を
代
表
す
る
刀
工
集
団
、
粟
田
口

派
・
国
吉
の
手
に
よ
る
も
の
で
す
。
国

吉
独
自
の
作
風
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し

た
名
品
で
す
。

　
「
花
鳥
図
」（
写
真
１
）
は

室
町
時
代
の
画
家
如じ

ょ

寄き

の
作

品
で
す
。
彼
は
十
五
世
紀
末

に
中
国
に
渡
り
、
明
の
画
風

を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
「
花

鳥
図
」
は
十
五
～
十
六
世
紀

に
ま
た
が
る
頃
の
作
品
で

す
。
繊
細
な
羽
毛
の
表
現
や

い
き
い
き
と
し
た
小
鳥
の
姿

勢
が
見
所
で
す
。

７
月
２
日
（
火
）〜
８
月
４
日
（
日
）

【
平
成
知
新
館
１
Ｆ
│
３
〜
６
】

特
集
展
示

新
収
品
展



８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16 
日
（
月
・
祝
）　 

【
平
成
知
新
館
】

＊
９
月
２
日
（
月
）
は
開
館
・
９
月
７
日（
土
）は
無
料
観
覧
日

重要文化財　蝦蟇鉄拐図のうち蝦蟇仙人　顔輝筆
京都・知恩寺

重要文化財　色絵蓮華香炉
伝野々村仁清作
京都・法金剛院

重要文化財　竹秋草蒔絵文庫
京都・高台寺

重要文化財　束熨斗文様振袖　友禅史会

国宝　剣　無銘　附 黒漆宝剣拵
大阪・金剛寺

国宝　金銅藤原道長経筒
奈良県吉野郡天川村金峯山経塚出土

奈良・金峯神社

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
京
都
大
会
開
催
記
念　

特
別
企
画

京
博
寄
託
の
名
宝

│
美
を
守
り
、
美
を
伝
え
る
│

　

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
九
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、
日
本
で
初
め
て

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
（
ア
イ
コ
ム
）
こ
と
国
際
博
物
館
会
議
の
世
界
大
会
が
、
京
都

の
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
京
都
国
立
博
物
館
（
京
博
）
で
は
こ
れ
を
記
念

し
て
、
特
別
企
画
「
京
博
寄
託
の
名
宝
─
美
を
守
り
、
美
を
伝
え
る
─
」

と
題
し
た
展
覧
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
はInternational C

ouncil of M
useum

s
（
国
際
博
物

館
会
議
）
の
略
称
で
、
世
界
一
四
〇
以
上
の
国
と
地
域
の
博
物
館
が
加
盟

す
る
国
際
的
な
非
政
府
機
関
で
す
。
国
連
の
専
門
機
関
で
あ
る
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
（
ユ
ネ
ス
コ
、国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
）
と
協
力
関
係
に
あ
り
、

三
年
に
一
度
、
傘
下
の
す
べ
て
の
委
員
会
が
一
堂
に
会
す
る
大
会
が
開
か

れ
ま
す
。
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
の
ミ
ラ
ノ
大
会
に
続
い
て
今
回

は
京
都
・
宝
个
池
の
国
立
京
都
国
際
会
館
を
主
会
場
に
し
て
、「
文
化
を

つ
な
ぐ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
︱
伝
統
を
未
来
へ
︱
」
を
テ
ー
マ
に
今
日
の
博
物

館
を
取
り
巻
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
討
論
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
大
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
文
化
を
つ
な
ぐ
」
存
在
と
し
て
、

博
物
館
が
果
た
す
役
割
と
は
な
に
か
。
京
博
に
と
っ
て
、
そ
の
答
え
の
ひ

と
つ
が
「
寄
託
」
と
い
う
制
度
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
寄
託
」
と
は
、
美
術
品
な
ど
の
文
化
財
を
持
つ
所
蔵
者
が
そ
の
文
化

財
を
博
物
館
に
預
け
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
文
化
財
の
所
有
権
は
所
蔵
者

に
あ
り
、
博
物
館
に
文
化
財
を
寄
附
し
て
博
物
館
の
所
蔵
と
す
る
「
寄
贈
」

と
は
ち
が
い
ま
す
。
所
蔵
者
に
と
っ
て
は
自
分
の
文
化
財
が
博
物
館
の
収

蔵
庫
な
ど
保
存
に
適
し
た
環
境
で
保
管
さ
れ
る
利
点
が
あ
り
、
博
物
館
に

と
っ
て
も
名
品
を
展
示
や
研
究
に
活
用
で
き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。
個
々

の
所
蔵
者
の
手
許
に
あ
れ
ば
な
か
な
か
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
名
品

も
博
物
館
に
来
れ
ば
出
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
博
物
館
」
が
「
文
化
」

を
つ
な
ぐ
場
と
し
て
機
能
す
る
の
は
、「
寄
託
」
と
い
う
制
度
が
あ
る
お

か
げ
な
の
で
す
。

　

実
は
、
京
博
は
お
よ
そ
百
二
十
年
前
の
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に

京
都
を
中
心
と
す
る
神
社
仏
閣
が
所
蔵
す
る
文
化
財
を
保
護
す
る
目
的
で

開
館
し
ま
し
た
。
当
時
は
明
治
初
期
の
廃
仏
毀
釈
の
余
波
な
ど
で
文
化
財

が
海
外
に
流
出
す
る
な
ど
散
逸
の
危
機
に
あ
り
ま
し
た
。
京
博
は
社
寺
や

個
人
か
ら
積
極
的
に
寄
託
を
受
け
付
け
、
現
在
で
は
京
博
の
収
蔵
庫
に
は

全
収
蔵
品
の
半
数
近
く
に
あ
た
る
六
，
二
三
五
件
の
寄
託
品
を
数
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
（
平
成
三
十
年
十
二
月
末
現
在
）。
そ
の
な
か
で
、
国

宝
は
八
六
件
、
重
要
文
化
財
は
六
二
〇
件
に
の
ぼ
り
ま
す
。
地
震
や
台
風
・

豪
雨
な
ど
自
然
災
害
が
多
発
す
る
今
日
、
良
好
な
環
境
で
名
品
を
保
管
し
、

後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
と
い
う
寄
託
の
意
味
は
、
薄
ら
ぐ
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
「
京
博
寄
託
の
名
宝
」
展
で
は
、
美
術
や
工
芸
、
考
古
な
ど
各
分
野
の

担
当
研
究
員
が
吟
味
を
重
ね
て
厳
選
し
た
名
品
を
展
示
い
た
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
展
覧
会
と
い
っ
て
も
京
博
の
外
か
ら
作
品
を
借
り
て
展
示
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
わ
ば
、
こ
れ
以
上
望
む
こ
と
が
で
き
な
い
最
高

の
「
平
常
展
示
」（
名
品
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
と
い
う
わ
け
で
す
。
一
昨
年
の

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
秋
に
京
博
開
館
一
二
〇
周
年
を
記
念
し
て

開
催
し
た
特
別
展
覧
会
「
国
宝
」
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
、
美
の
「
極
致
」

を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
大
会
最
終
日
の
九
月
七
日
（
土
）
は
本
展
を
無
料
で
ご
観
覧
い

た
だ
け
ま
す
。こ
の
機
会
も
ぜ
ひ
お
見
逃
し
な
く
。　　
　
　
　
（
呉 

孟
晋
）

 

3 

F- 

1  

陶
磁

【
日
本
と
東
洋
の
や
き
も
の
】

7
月
9
日
（
火
）〜
8
月
12 
日
（
月
・
休
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16 
日
（
月
・
祝
）

 

3 

F- 

2  

考
古

【
鳥
取
・
兵
庫
の
原
始
古
代
】

7
月
9
日
（
火
）〜
9
月
16 
日
（
月
・
祝
）
　

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16 
日
（
月
・
祝
）

 

2 

F- 
1  
絵
巻

【
お
と
ぎ
草
紙
絵
巻

─
福
富
草
紙
と
鶴
の
草
紙
─
】

7
月
2
日
（
火
）〜
8
月
12 
日
（
月
・
休
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16 
日
（
月
・
祝
）

 

2 

F- 

2  

仏
画

【
密
教
図
像
の
美
─
暑
苦
し
く
な
い
絵
─
】

7
月
2
日
（
火
）〜
8
月
12 
日
（
月
・
休
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16
日
（
月
・
祝
）

 

2 

F- 

3  

中
世
絵
画

【
描
か
れ
た
動
物
た
ち
】

7
月
2
日
（
火
）〜
8
月
12 
日
（
月
・
休
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16 
日
（
月
・
祝
）

 

2 

F- 

4  

近
世
絵
画

【
没
後
２
２
０
年 

長
沢
芦
雪
】

7
月
2
日
（
火
）〜
8
月
12 
日
（
月
・
休
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16 
日
（
月
・
祝
）

 

2 

F- 

5  

中
国
絵
画

【
続
・
須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
み
る

斉
白
石
の
名
品
】

7
月
2
日
（
火
）〜
8
月
12 
日
（
月
・
休
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16 
日
（
月
・
祝
）

 

1 

F- 

1  

彫
刻

【
京
都
の
仏
像
・
神
像
】

7
月
2
日
（
火
）〜
8
月
12 
日
（
月
・
休
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16 
日
（
月
・
祝
）

 

1 

F- 

2  

特
別
展
示
室

【
特
集
展
示  

赤
っ
て
じ
つ
は
ど
ん
な
色
？
】

7
月
2
日
（
火
）〜
8
月
12
日
（
月
・
休
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14
日
（
水
）〜
９
月
16 
日
（
月
・
祝
）

 

1 

F- 

3  

書
跡 

【
特
集
展
示　

新
収
品
展
】

7
月
2
日
（
火
）〜
8
月
４
日
（
日
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16
日
（
月
・
祝
）

 

1 

F- 

4  

染
織 

【
特
集
展
示　

新
収
品
展
】

7
月
2
日
（
火
）〜
8
月
４
日
（
日
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16 
日
（
月
・
祝
）

 

1 

F- 

5  

金
工        

【
特
集
展
示　

新
収
品
展
】

7
月
2
日
（
火
）〜
8
月
４
日
（
日
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16 
日
（
月
・
祝
）

 

1 

F- 

6  

漆
工  

【
特
集
展
示　

新
収
品
展
】

7
月
2
日
（
火
）〜
8
月
４
日
（
日
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16 
日
（
月
・
祝
）

※
１
Ｆ
─
３
〜
６
は
、８
月
６
日（
火
）〜
12
日（
月
・
休
）
休
室
。

※
展
示
作
品
リ
ス
ト
は
、当
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
宝　

五
智
如
来
坐
像
の
う
ち
大
日
如
来

京
都
・
安
祥
寺
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重要文化財　蝦蟇鉄拐図のうち蝦蟇仙人　顔輝筆
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国宝　釈迦如来像（赤釈迦）　京都・神護寺
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令
和
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年
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二
〇
一
九
）
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七
日
ま
で
、
日
本
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初
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て

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
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の
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
京
都
国
立
博
物
館
（
京
博
）
で
は
こ
れ
を
記
念

し
て
、
特
別
企
画
「
京
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美
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守
り
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伝
え
る
─
」

と
題
し
た
展
覧
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
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Ｉ
Ｃ
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Ｍ
はInternational C

ouncil of M
useum

s

（
国
際
博
物

館
会
議
）
の
略
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で
、
世
界
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四
〇
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上
の
国
と
地
域
の
博
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が
加
盟

す
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機
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で
す
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国
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Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
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ユ
ネ
ス
コ
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連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
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と
協
力
関
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に
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り
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三
年
に
一
度
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傘
下
の
す
べ
て
の
委
員
会
が
一
堂
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会
す
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が
開
か
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ま
す
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平
成
二
十
八
年
（
二
〇
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六
）
の
ミ
ラ
ノ
大
会
に
続
い
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今
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京
都
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宝
个
池
の
国
立
京
都
国
際
会
館
を
主
会
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に
し
て
、「
文
化
を

つ
な
ぐ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
︱
伝
統
を
未
来
へ
︱
」
を
テ
ー
マ
に
今
日
の
博
物

館
を
取
り
巻
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
討
論
さ
れ
る
予
定
で
す
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ひ
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じ
つ
は
ど
ん
な
色
？
】

7
月
2
日
（
火
）〜
8
月
12
日
（
月
・
休
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14
日
（
水
）〜
９
月
16 
日
（
月
・
祝
）

 

1 

F- 

3  
書
跡 

【
特
集
展
示　

新
収
品
展
】

7
月
2
日
（
火
）〜
8
月
４
日
（
日
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16
日
（
月
・
祝
）

 

1 

F- 

4  

染
織 

【
特
集
展
示　

新
収
品
展
】

7
月
2
日
（
火
）〜
8
月
４
日
（
日
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16 
日
（
月
・
祝
）

 

1 

F- 

5  

金
工        

【
特
集
展
示　

新
収
品
展
】

7
月
2
日
（
火
）〜
8
月
４
日
（
日
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16 
日
（
月
・
祝
）

 

1 

F- 

6  

漆
工  

【
特
集
展
示　

新
収
品
展
】

7
月
2
日
（
火
）〜
8
月
４
日
（
日
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16 
日
（
月
・
祝
）

※
１
Ｆ
─
３
〜
６
は
、８
月
６
日（
火
）〜
12
日（
月
・
休
）
休
室
。

※
展
示
作
品
リ
ス
ト
は
、当
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

重要文化財　竹石白鶴図屏風　狩野正信筆　京都・真珠庵

ICOM 京都大会メイン会場風景

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
京
都
大
会

い
よ
い
よ
開
催
！



国宝　禅院額字并牌字のうち「首座」　京都・東福寺

国宝　伝源頼朝像　京都・神護寺

	

3 

F- 

1  

陶
磁

【
日
本
と
東
洋
の
や
き
も
の
】

7
月
9
日
（
火
）〜
8
月
12 
日
（
月
・
休
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16 
日
（
月
・
祝
）

	

3 

F- 

2  

考
古

【
鳥
取
・
兵
庫
の
原
始
古
代
】

7
月
9
日
（
火
）〜
9
月
16 
日
（
月
・
祝
）
　

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16 
日
（
月
・
祝
）

	

2 

F- 

1  

絵
巻

【
お
と
ぎ
草
紙
絵
巻

─
福
富
草
紙
と
鶴
の
草
紙
─
】

7
月
2
日
（
火
）〜
8
月
12 
日
（
月
・
休
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16 
日
（
月
・
祝
）

	

2 

F- 

2  

仏
画

【
密
教
図
像
の
美
─
暑
苦
し
く
な
い
絵
─
】

7
月
2
日
（
火
）〜
8
月
12 
日
（
月
・
休
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16
日
（
月
・
祝
）

	

2 

F- 

3  

中
世
絵
画

【
描
か
れ
た
動
物
た
ち
】

7
月
2
日
（
火
）〜
8
月
12 
日
（
月
・
休
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16 
日
（
月
・
祝
）

	

2 

F- 

4  

近
世
絵
画

【
没
後
２
２
０
年 

長
沢
芦
雪
】

7
月
2
日
（
火
）〜
8
月
12 
日
（
月
・
休
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16 
日
（
月
・
祝
）

	

2 

F- 

5  

中
国
絵
画

【
続
・
須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
み
る

斉
白
石
の
名
品
】

7
月
2
日
（
火
）〜
8
月
12 
日
（
月
・
休
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16 
日
（
月
・
祝
）

	

1 

F- 

1  

彫
刻

【
京
都
の
仏
像
・
神
像
】

7
月
2
日
（
火
）〜
8
月
12 
日
（
月
・
休
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16 
日
（
月
・
祝
）

	

1 

F- 

2  

特
別
展
示
室

【
特
集
展
示  

赤
っ
て
じ
つ
は
ど
ん
な
色
？
】

7
月
2
日
（
火
）〜
8
月
12
日
（
月
・
休
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14
日
（
水
）〜
９
月
16 
日
（
月
・
祝
）

	

1 

F- 

3  

書
跡 

【
特
集
展
示　

新
収
品
展
】

7
月
2
日
（
火
）〜
8
月
４
日
（
日
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16
日
（
月
・
祝
）

	

1 

F- 

4  

染
織 

【
特
集
展
示　

新
収
品
展
】

7
月
2
日
（
火
）〜
8
月
４
日
（
日
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16 
日
（
月
・
祝
）

	

1 

F- 

5  

金
工        

【
特
集
展
示　

新
収
品
展
】

7
月
2
日
（
火
）〜
8
月
４
日
（
日
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16 
日
（
月
・
祝
）

	

1 

F- 

6  

漆
工  

【
特
集
展
示　

新
収
品
展
】

7
月
2
日
（
火
）〜
8
月
４
日
（
日
）

【
特
別
企
画　

京
博
寄
託
の
名
宝
】

８
月
14 
日
（
水
）〜
９
月
16 
日
（
月
・
祝
）

※
１
Ｆ
─
３
～
６
は
、８
月
６
日（
火
）～
12
日（
月
・
休
）
休
室
。

※
展
示
作
品
リ
ス
ト
は
、当
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

重要文化財　竹石白鶴図屏風　狩野正信筆　京都・真珠庵

ICOM 京都大会メイン会場風景

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
京
都
大
会

い
よ
い
よ
開
催
！

京
都
国
立
博
物
館
副
館
長  

栗
原
祐
司

　

い
よ
い
よ
九
月
一
～
七
日
、
三
年
に
一
回
開
催
さ
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ

（
国
際
博
物
館
会
議
）
大
会
が
京
都
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
日
本
初
開
催

と
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
京
都
大
会
の
参
加
者
は
、
国
内
外
か
ら
約
三
千
人

以
上
を
見
込
ん
で
お
り
、
国
立
京
都
国
際
会
館
を
メ
イ
ン
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
オ
フ
サ
イ
ト
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
関
西
圏
域
全
体
に
日
帰
り
で
訪
問
し
、
東
京
や
北
海
道
、
沖
縄
に
行
く
ポ
ス
ト
・
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
・
ツ
ア
ー
も
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
会
テ
ー
マ
は
、“M

useum
s as C

ultural H
ubs

：The Future of Tradition

（
文
化
を
つ
な

ぐ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
─
伝
統
を
未
来
へ
）” 

で
す
。
博
物
館
は
、
そ
の
設
置
者
や
館
種
、
形
態
、
規
模
も

様
々
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
博
物
館
が
有
機
的
に
連
携
し
、
文
化
の
結
節
点
と
し
て
各
地
域
、
さ
ら

に
は
国
内
外
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
価
値
を
示
し
、
社
会
的
役
割

を
果
た
し
て
い
く
と
い
う
趣
旨
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
京
都
大
会
に
お
い
て
は
、
こ
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
博
物
館
が
平
和
で
文
化
的
な
よ
り
よ
い
社
会
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
持

続
可
能
性
や
災
害
対
策
、
博
物
館
と
地
域
開
発
等
に
つ
い
て
も
議
論
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
注
目
す

べ
き
は
、
世
界
的
な
博
物
館
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
定
め
た
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
規
約
の
見
直
し
が
進
ん
で
お
り
、

「M
useum

」の
定
義
が
改
正
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。さ
ら
に
、こ
れ
ま
で
あ
ま
り
議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
ア
ジ
ア
美
術
や
マ
ン
ガ
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
全
体
会
合
や
基
調
講
演
は
日
本
語
の
同
時
通
訳
が
付
く
た
め
、
英
語
の
苦
手
な
方
で
も
安
心

し
て
参
加
で
き
ま
す
。
最
終
日
の
閉
会

式
及
び
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
・
パ
ー
テ
ィ
は
、

京
都
国
立
博
物
館
が
会
場
と
な
り
ま
す

が
、
こ
の
日
は
無
料
で
特
別
企
画
「
京

博
寄
託
の
名
宝
」
展
を
御
覧
い
た
だ
け

ま
す
（
観
覧
は
午
後
五
時
ま
で
）。
詳
細

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
情
報
は
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（http://icom

-kyoto-2019.
org/jp

）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
皆
様
方

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

重要文化財　雪汀水禽図屏風　右隻　狩野山雪筆



斉
白
石
の
旧
居
を
訪
ね
て

　無料観覧日のお知らせ
ＩＣＯＭ京都大会の開催を記念し、9 月 7 日（土）は無料観覧日といたします

（ただし、夜間開館は実施しません）。この機会にぜひご来館ください。

　土曜講座
7月  6日 「重要文化財  太刀  銘 国吉（号  小夜左庵国吉）について
   　　　　　　　　  ―鎌倉時代前期の山城鍛冶再考―」  ＊
京都国立博物館主任研究員 末兼俊彦
7月13日 「赤ってじつはどんな色？」  ＊＊
京都国立博物館研究員 安部真里奈
7月20日 「鳥取・兵庫の原始・古代文化―山陰と山陽の交流点―」 
京都国立博物館主任研究員 古谷 毅
8月  3日 「海を渡った扇―橋本雅邦最後の大仕事―」  ＊
京都国立博物館研究員 福士雄也
8月24日 「寄託制度と博物館」  ◆
京都国立博物館主任研究員 呉 孟晋
9 月14日 「モノから聞こえる物語―「唐鏡」はどこから来たのか―」  ◆
京都国立博物館教育室長 永島明子
＊…特集展示「新収品展」関連講座　＊＊…特集展示「赤ってじつはどんな色？」関連講座　
◆…ICOM 京都大会開催記念  特別企画「京博寄託の名宝」関連講座
※平成知新館 講堂にて、13 時30分～15時に開催。定員200名、聴講無料（ただし当日の観覧券が必要）。
※当日 12 時より、平成知新館 1 階グランドロビーにて整理券を配布し、定員になり次第、配布を終了します。

　講座・イベント
《ＩＣＯＭ京都大会開催記念「明治古都館特別公開」》
ＩＣＯＭ京都大会開催期間中の 9月1日（日）～9月7日（土）、特別に明治古都館を開館
します。通常見ることができない明治古都館の内部を、この機会にぜひご覧ください。

《京都・らくご博物館【夏】～納涼寄席～ vol.53》
日　時：8 月9日（金）　18 時30分 開演（18 時開場）
会　場：平成知新館　講堂
出　演：桂團治郎　桂そうば　桂かい枝　＜中入＞　桂まん我　桂雀三郎
入場料：3100 円（キャンパスメンバーズは学生証提示により 2500 円）
　　　　　※全席指定、平成知新館名品ギャラリー観覧券付

※チケットご希望の方はお電話、またはＷＥＢよりお申し込みください。
　お電話／博物館事業推進係 075-531-7504（月～金の10～12 時・13～17時に受付  ＊祝日は除く）
　WEB／ https://www.kyohaku.go.jp  らくご博物館【夏】申し込み画面

　これからの展覧会
◆ 特別展  流転100年 佐竹本三十六歌仙絵と王朝の美
　 10月12日（土）～ 11月 24日（日）
◆ 新春特集展示  子づくし─干支を愛でる─
　2020 年 1月 2 日（木）～ 2 月 2 日（日）
◆ 特集展示  京都御所障壁画 紫宸殿
　2020 年 1 月 2 日（木）～ 2 月 2 日（日）
◆ 特集展示  神像と獅子・狛犬
　2020 年 1月 2 日（木）～ 3 月 22 日（日）

　国立博物館の展覧会
【東京国立博物館】
日中文化交流協定締結40周年記念　特別展「三国志」
7 月 9 日（火）～ 9 月 16 日（月・祝）

【奈良国立博物館】
特別陳列「法徳寺の仏像―近代を旅した仏たち―」
7 月 13 日（土）～ 9月 8 日（日）【

【九州国立博物館】
特別展「室町将軍─戦乱と美の足利十五代─」
7 月 13 日（土）～ 9月 1 日（日）

赤地唐獅子牡丹文様陣羽織　
京都国立博物館

五彩麒麟花鳥文盤　京都国立博物館

重要文化財　源氏物語図帖　野分　京都国立博物館

　

赤
色
は
、
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
色
の
ひ
と

つ
で
す
。
む
か
し
の
人
も
赤
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を

飾か
ざ

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
今
で
は
忘わ

す

れ

ら
れ
て
し
ま
っ
た
意
味
が
込こ

め
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

こ
の
展て

ん

示じ

で
は
、
む
か
し
の
美
術
品
を
通
し
て
、
赤
色

に
込こ

め
ら
れ
た
人
々
の
思
い
や
、
む
か
し
の
人
の
色
の

セ
ン
ス
を
感
じ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

夏
休
み
の
お
子
さ
ま
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
展

示
で
す
。
展
示
に
あ
わ
せ
て
、
赤
に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ

に
挑ち

ょ
う
せ
ん戦

す
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
色
を
き
っ
か
け
に
作
品
を
楽
し
く
鑑か

ん

賞し
ょ
うし

て
み

ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
部
真
里
奈
）

赤
に
い
の
る

　
赤
は
、
太
陽
や
炎ほ

の
お
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
、
特
別

な
パ
ワ
ー
を
も
っ
た
色
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。
古
代
の
お
墓
に
赤
い
化け

粧し
ょ
うの
埴は

に
わ輪
が
立
て

ら
れ
た
の
は
、
そ
の
パ
ワ
ー
を
身
に
つ
け
る
と
い

う
意
味
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
神
さ
ま
用
の
お

膳ぜ
ん

や
仏
さ
ま
に
赤
色
を
塗ぬ

っ
た
よ
う
に
、
赤
は
人
々

の
祈い

の

り
と
も
深
く
関
係
し
て
い
る
色
な
の
で
す
。

赤
で
い
ろ
ど
る

　
土
と
炎ほ

の
お
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
、
赤
色
の
美
し
い
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
の
器う

つ
わ。
金
色
を
背は

い

景け
い

に
輝か

が
や
く
紅も

み
じ葉
の
絵
。

赤
の
彩い

ろ
ど
り
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
古
く
か
ら
中
国
の
文
化
に
憧あ

こ
がれ

て
い
た
日
本
で
は
、

中
国
で
作
ら
れ
た
赤
い
美
術
品
も
人
気
を
集
め
、
こ
れ

ら
を
真ま

似ね

し
て

作
る
よ
う
に
も

な
り
ま
し
た
。

7
月
２
日
︵
火
︶～
８
月
12
日
︵
月
・
休
︶

︻
平
成
知
新
館 

１
Ｆ
│
２
︼

ギャラリー・トーク

お子さま向けのギャラリートークを開催します。
研究員と一緒にお話ししながら作品を鑑賞しましょう。 

開 催 日：  8 月 4 日 ( 日 )
開催時間： 10 時 30 分 ～11 時
 14 時 ～14 時 30 分
開催場所： 平成知新館 1Fー2
定　　員： 各回先着 20 名
対　　象：小学校高学年～中学生
講　　師： 安部真里奈（当館研究員）
参 加 料： 無料（ただし、当日の観覧券等が必要）
参加方法： 当日受付（開始時間の 5 分前までに、
平成知新館グランドロビーにお集まりください）

赤
っ
て

じ
つ
は

ど
ん
な
色
？

特
集
展
示

埴輪　帽子をかぶった男子　
京都国立博物館

赤
を
ま
と
う

　
赤
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
が
身
に
ま
と
っ

た
色
で
す
。
貴
族
の
女
性
は
、
季
節
や
気
分
に
あ

わ
せ
、
色
と
り
ど
り
の
衣
を
重
ね
て
楽
し
み
ま
し

た
。
伝
統
芸
能
で
は
、
赤
色
の
入
っ
た
衣い

装し
ょ
うを

色い
ろ

入い

り
と
呼よ

び
、
若わ

か

い
女
性
役
が
着
る
特
別
な

も
の
と
し
て
い
ま
す
。
武
士
は
、
赤
色
の

　
　
　
も
の
を
身
に
つ
け
、
自
分
の
存そ

ん

在ざ
い

を

　
　
　
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て

　
　
　
い
ま
す
。



斉
白
石
の
旧
居
を
訪
ね
て

　

展
覧
会
で
海
外
か
ら
美
術
作
品
を
借
り
て
来
た
り
貸
し
出
し
た
り
す
る
と
き
に
、

作
品
に
付
き
添
っ
て
移
動
す
る
学
芸
員
の
こ
と
を
「
ク
ー
リ
エ
（courrier

）」
と
い

い
ま
す
。
作
品
を
載
せ
た
飛
行
機
に
同
乗
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
相
手
国
で
の
通
関

や
開
梱
・
点
検
・
展
示
に
立
ち
会
い
ま
す
。
仏
語
の
原
義
で
あ
る
「
飛
脚
」
よ
ろ
し

く
大
切
な
お
品
を
先
方
に
手
渡
し
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
な
か
な
か
気
を
抜
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
が
、
行
程
の
変
更
で
急
に
自
由
な
時
間
が
も
て
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
ク
ー
リ
エ
の
楽
し
み
を
実
感
で
き
た
の
は
、
今
年
三
月
末
に
特
別
企
画
「
中

国
近
代
絵
画
の
巨
匠　

斉
白
石
」
展
の
作
品
返
却
で
訪
れ
た
北
京
で
し
た
。

　

今
回
全
面
協
力
を
い
た
だ
い
た
北
京
画
院
で
の
返
却
作
業
は
無
事
に
終
わ
り
、
帰

国
ま
で
の
ほ
ぼ
一
日
、
自
由
な
時
間
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
同
画
院
が
管
理
・
公

開
し
て
い
る
、
斉せ
い

白は
く

石せ
き

（
一
八
六
四
〜
一
九
五
七
）
が
晩
年
を
過
ご
し
た
旧
居
を
訪

ね
て
み
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　

故
宮
の
北
に
あ
た
る
地
安
門
（
南
に
あ
る
の
は
、
か
の
有
名
な
天
安
門
で
す
）
か

ら
さ
ら
に
北
に
歩
き
、
運
河
を
越
え
て
少
し
東
に
歩
い
た
ら
目
的
地
の
「
雨う

児じ

胡こ

同ど
う

」

に
着
き
ま
し
た
。「
胡
同
（
フ
ー
ト
ン
）」
と
は
北
京
特
有
の
街
並
み
の
こ
と
で
、
四

つ
の
平
屋
が
口
の
字
型
に
配
さ
れ
た
「
四し

合ご
う

院い
ん

」
と
い
う
伝
統
家
屋
が
狭
い
路
地
を

挟
ん
で
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
、
北
京
に
春
の
到
来
を
告
げ
る
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
が
中
庭
に
咲
く
美
し
い

季
節
で
し
た
。
白
石
の
居
所
は
正
面
の
平
屋
に
あ
り
、
見
渡
し
た
と
こ
ろ
三
部
屋
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
中
央
が
応
接
間
で
、
明
代
家
具
風
の
椅
子
と
机
そ
し
て
白
石
の
書

画
が
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
向
か
っ
て
左
側
の
部
屋
は
画
室
で
大
き
な
机
が
一
つ
、

右
側
は
天
蓋
つ
き
の
ベ
ッ
ド
と
箪
笥
が
あ
る
の
み
で
、
と
て
も
質
素
な
空
間
で
し
た
。

　

よ
う
や
く
巨
匠
の
生
活
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
う
れ
し
か
っ
た

の
で
す
が
、
他
方
で
柱
や
梁
が
朱
で
塗
り
直
さ
れ
た
「
き
れ
い
」
な
旧
居
に
、
少
し

違
和
感
を
覚
え
た
の
も
た
し
か
で
す
（
写
真
）。

京
都
国
立
博
物
館
主
任
研
究
員

呉
　
孟
晋

表紙：上から　国宝　風神雷神図屏風（部分）　俵屋宗達筆　京都・建仁寺／国宝　釈迦如来像（赤釈迦）　京都・神護寺／
重要文化財　竹秋草蒔絵文庫（部分）　京都・高台寺／重要文化財　束熨斗文様振袖（部分）　友禅史会／重要文化財　雪汀水禽図屏風（部分）　狩野山雪筆

　

実
は
、
こ
こ
は
北
京
市
内
で
も
有
数
の
観
光
地
と
な
っ
た
「
南な

ん

鑼ら

鼓こ

巷こ
う

」
の
一
角

で
す
。
古
く
か
ら
の
胡
同
の
四
合
院
は
再
開
発
に
よ
っ
て
シ
ョ
ッ
プ
や
ホ
テ
ル
、
バ
ー

に
な
り
、
旧
市
街
地
再
生
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
地
区
で
す
。
ど
こ
か
映
画
の
セ
ッ
ト

の
よ
う
な
街
並
み
を
歩
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
保
存
か
、
開
発
か
、
そ
れ
と

も
活
用
か
。
最
近
封
切
ら
れ
た
コ
メ
デ
ィ
ー
映
画
で
、
自
宅
の
四
合
院
を
流
行
の
ア

パ
レ
ル
ブ
ラ
ン
ド
に
買
収
さ
れ
た
老
人
が
従
業
員
と
な
っ
て
奮
闘
す
る「
壊
老
頭（T

he 
B
ad E

m
ployee

）」（
范
宇
監
督
、
陳
天
陸
主
演
、
二
〇
一
八
年
）
も
こ
れ
を
地
で

い
く
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
し
た
。

　

も
っ
と
も
、
古
び
た
も
の
に
「
わ
び
さ
び
」
を
求
め
る
の
は
日
本
人
独
自
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
中
国
や
台
湾
な
ど
中
華
圏
の
廟
宇
が
い
つ
も
き
れ
い
な
の
は
絶
え

ず
修
復
を
重
ね
て
い
る
か
ら
で
す
。
最
近
、
京
都
で
は
永
観
堂
禅
林
寺
の
阿
弥
陀
堂

が
極
楽
浄
土
を
表
わ
す
極
彩
色
で
修
復
さ
れ
、
奈
良
で
も
興
福
寺
や
薬
師
寺
が
伽
藍

の
再
建
や
復
元
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　

歴
史
的
建
造
物
に
い
か
に
活
用
し
て
ゆ
く
の
か
。
免
震
工
事
を
予
定
す
る
京
博
の

明
治
古
都
館
を
は
じ
め
建
造
物
や
風
致
地
区
の
整
備
を
考
え
る
う
え
で
、
北
京
の
事

例
も
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
ふ
だ
ん
の
あ
わ
た
だ
し
い
北
京
出
張
で
は
実
現

で
き
な
か
っ
た
、
ふ
と
し
た
散
策
が
て
ら
に
思
い
ま
し
た
。

赤地唐獅子牡丹文様陣羽織　
京都国立博物館

重要文化財　源氏物語図帖　野分　京都国立博物館
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◆ 名品ギャラリーの休止および部分開館予定 ◆
特別展の前後を含めた期間は、展示作業等のため、名品ギャラリー
を休止、または部分開館しております。ご来館の皆様にはご不便を
おかけいたしますが、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上
げます。

［名品ギャラリー部分開館］		
7 月 2 日（火）～ 7 月 7 日（日）　 2F、1F（3F は閉室）
8 月 6 日（火）～ 8月12 日（月・休）　3F、2F、1F-1・2

（1F-3 ～ 6は閉室）

［名品ギャラリー休止期間］		
9 月18 日（水）～12 月 22 日（日）

［庭園のみ開館期間］
9 月18 日（水）～10月10日（木）

ご利用案内
［開館時間］	〈 7 月 2 日～ 9 月16日〉9：30〜17：00  

金・土曜日は 21：00まで開館（9 月 7 日を除く）

〈9 月 18 日～ 10月10日〉9：30〜17：00
※入館は各閉館の 30 分前まで

［観覧料］	 【名品ギャラリー】〈 7 月 2 日～ 9 月16日〉	
一般　 520円（410 円）
大学生 260円（210 円）
＊（　）内は団体 20 名以上。
＊高校生以下および満 18 歳未満、満 70 歳以上無料、障
　害者とその介護者 1 名は無料（要証明）。
＊キャンパスメンバーズ（含教職員）は学生証または教職員証	
　をご提示いただくと、無料となります。

【庭園のみ開館期間】〈9月18日～10月10日〉
一般 260 円（210 円）（庭園ガイド冊子付き）
＊（　）内は団体 20 名以上。
＊大学生以下、満 70 歳以上、障害者とその介護者 1名は無
　料（要証明）。

［休館日］	 月曜日（9 月 2 日を除く。月曜日が祝日の場合は開
館し、翌火曜日休館）
10月11日（金）

アクセス
ＪＲ＝京都駅下車、市バスＤ２のりばより206・208 号系統、
Ｄ１のりばより100号系統にて博物館・三十三間堂前下車すぐ
プリンセスラインバス京都駅八条口のりばより京都女子大学前行
にて東山七条下車、徒歩１分
近鉄電車＝丹波橋駅下車、京阪電車丹波橋駅から出町柳方面行
にて七条駅下車、東へ徒歩７分
京阪電車＝七条駅下車、東へ徒歩７分
阪急電車＝河原町駅下車、京阪電車祇園四条駅から大阪方面行
きにて七条駅下車、東へ徒歩７分
駐車場は有料となっております。ご来館の際は、なるべく公共交
通機関をご利用ください。

＊「博物館だより」を郵送ご希望の方は、返信用封筒（角２封筒は120円、
長３封筒は 92 円切手貼付、宛名明記）を同封して、当館企画室まで
お申し込みください。

七
条

京都
東
福
寺

　無料観覧日のお知らせ
ＩＣＯＭ京都大会の開催を記念し、9 月 7 日（土）は無料観覧日といたします

（ただし、夜間開館は実施しません）。この機会にぜひご来館ください。

　土曜講座
7月  6日	「重要文化財  太刀  銘 国吉（号  小夜左庵国吉）について

―鎌倉時代前期の山城鍛冶再考―」  ＊
京都国立博物館主任研究員 末兼俊彦
7月13日	「赤ってじつはどんな色？」  ＊＊
京都国立博物館研究員 安部真里奈
7月20日	「鳥取・兵庫の原始・古代文化―山陰と山陽の交流点―」 
京都国立博物館主任研究員 古谷 毅
8月  3日	「海を渡った扇―橋本雅邦最後の大仕事―」  ＊
京都国立博物館研究員 福士雄也
8月24日	「寄託制度と博物館」  ◆
京都国立博物館主任研究員 呉 孟晋
9 月14日	「モノから聞こえる物語―「唐鏡」はどこから来たのか―」  ◆
京都国立博物館教育室長 永島明子
＊…特集展示「新収品展」関連講座　＊＊…特集展示「赤ってじつはどんな色？」関連講座　
◆…ICOM 京都大会開催記念  特別企画「京博寄託の名宝」関連講座
※平成知新館 講堂にて、13 時30分～15時に開催。定員200名、聴講無料（ただし当日の観覧券が必要）。
※当日 12 時より、平成知新館 1 階グランドロビーにて整理券を配布し、定員になり次第、配布を終了します。

　講座・イベント
《ＩＣＯＭ京都大会開催記念「明治古都館特別公開」》
ＩＣＯＭ京都大会開催期間中の 9月1日（日）～9月7日（土）、特別に明治古都館を開館
します。通常見ることができない明治古都館の内部を、この機会にぜひご覧ください。

《京都・らくご博物館【夏】～納涼寄席～ vol.53》
日　時：8 月9日（金）　18 時30分 開演（18 時開場）
会　場：平成知新館　講堂
出　演：桂團治郎　桂そうば　桂かい枝　＜中入＞　桂まん我　桂雀三郎
入場料：3100 円（キャンパスメンバーズは学生証提示により 2500 円）

※全席指定、平成知新館名品ギャラリー観覧券付

※チケットご希望の方はお電話、またはＷＥＢよりお申し込みください。
お電話／博物館事業推進係 075-531-7504（月～金の10～12 時・13～17時に受付  ＊祝日は除く）
WEB／ https://www.kyohaku.go.jp  らくご博物館【夏】申し込み画面

　これからの展覧会
◆ 特別展  流転100年 佐竹本三十六歌仙絵と王朝の美

10月12日（土）～ 11月 24日（日）
◆ 新春特集展示  子づくし─干支を愛でる─

2020  年 1月 2 日（木）～ 2 月 2 日（日）
◆ 特集展示  京都御所障壁画 紫宸殿

2020 年1月2日（木）～2月2日（日）
◆ 特集展示  神像と獅子・狛犬

2020  年 1月 2 日（木）～ 3 月 22 日（日）

　国立博物館の展覧会
【東京国立博物館】
日中文化交流協定締結40周年記念　特別展「三国志」
7 月 9 日（火）～ 9 月 16 日（月・祝）

【奈良国立博物館】
特別陳列「法徳寺の仏像―近代を旅した仏たち―」
7 月 13 日（土）～ 9月 8 日（日）【

【九州国立博物館】
特別展「室町将軍─戦乱と美の足利十五代─」
7 月 13 日（土）～ 9月 1 日（日）

赤
に
い
の
る

赤
は
、
太
陽
や
炎ほ

の
お

を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
、
特
別

な
パ
ワ
ー
を
も
っ
た
色
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。
古
代
の
お
墓
に
赤
い
化け

粧し
ょ
うの

埴は
に
わ輪

が
立
て

ら
れ
た
の
は
、
そ
の
パ
ワ
ー
を
身
に
つ
け
る
と
い

う
意
味
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
神
さ
ま
用
の
お

膳ぜ
ん

や
仏
さ
ま
に
赤
色
を
塗ぬ

っ
た
よ
う
に
、
赤
は
人
々

の
祈い

の

り
と
も
深
く
関
係
し
て
い
る
色
な
の
で
す
。

赤
で
い
ろ
ど
る

土
と
炎ほ

の
お

か
ら
生
み
出
さ
れ
る
、
赤
色
の
美
し
い
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
の
器う

つ
わ。
金
色
を
背は

い

景け
い

に
輝か

が
や
く
紅も

み
じ葉
の
絵
。

赤
の
彩い

ろ
ど

り
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
古
く
か
ら
中
国
の
文
化
に
憧あ

こ
がれ

て
い
た
日
本
で
は
、

中
国
で
作
ら
れ
た
赤
い
美
術
品
も
人
気
を
集
め
、
こ
れ

ら
を
真ま

似ね

し
て

作
る
よ
う
に
も

な
り
ま
し
た
。

赤
っ
て

じ
つ
は

ど
ん
な
色
？

特
集
展
示
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